
坂道の城下町における住民と来街者の施設利用実態と環境評価に関する研究 
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7.都市計画― 4．地区とコミュニティ ― a. 住環境 

地区計画   生活行動   屋外空間整備

1 研究の背景と目的                

 近年、地区の再生にあたって、地域空間及びその中

で培われてきた歴史、文化、伝統、風土などの文化的

資産を地域の中で総合的に捉え、保存・継承を図りつ

つ積極的に観光や景観づくりに活用するという動きが

展開しつつある注1)。歴史的資源を有する地区において

は、その地域固有の街並みを保全するための取り組み

として、街路事業といった都市基盤の再整備や、建築

物の形態や色調の制限等が行われてきた。 

 大分県杵築市城下町地区においても、城下町の歴史

的景観を活かした個性豊かなまちづくりが行われてい

る。1996 年からの「身近なまちづくり支援街路事業」

では、町家が立ち並ぶ商店街を形成する都市計画道路

において、自動車と歩行者が錯綜し危険な状況であっ

たことから、約10mの道路幅員の拡幅を行った（図1）。

これに伴い、伝統的で個性ある健全な商業地区の形成

と快適な歩行空間を創出するため、同年に商店街エリ

ア 5.3ha の範囲で「杵築市旧町家地区地区計画」を定

め、建築物等の用途・意匠・高さ・壁面の位置等の制

限を行い、良好な住環境の形成と歴史ある建造物の保

存を図った。さらに、城下町地区の現状として、地区

の景観に調和しない建物への立て替えが増加し、城下

町の景観が失われつつあったことから、2005年に旧町

家地区を含む 36.5haの範囲で「杵築市城下町地区地区

計画」を定め、杵築城下町にふさわしい景観の再生を

図っている。これら一連の取り組みにより、地区のま

ち並みは保全され、歩行空間はより安全なものとなっ

た。一方で、その土地で商業を営む住民は、店舗の立

て替え等による生活空間の変化を強いられた。結果と

して空き店舗となった建物は道路幅員の拡幅と同時に

空地へと転換し、地区の大きな課題となっていること

も事実である。そこで本研究では、地区内における住

民の生活行動に焦点を当て、地区施設の利用の特徴や

地区に対する評価から課題を導出し、屋外空間の整備

方針を検討するための知見を得ることを目的とする。 

2 研究の方法                   

 本研究は、地区の居住環境の現状に対する住民の評

価や、住民の地区施設の利用状況をアンケート調査に

よって明らかにし、それらの結果を地区内のエリア単

位で比較することにより、住民の居住環境の評価及び

生活行動の特徴を把握する。さらに、来街者について

も同様の内容をヒアリング調査によって明らかにし、

住民の地区に対する評価や地区の利用状況の特徴と比

較することにより、地区の課題を住民と来街者の双方

の視点から明らかにする。以上により、対象地区の屋

外空間の整備に関する今後の方針を検討するための知

見を得る。 

3 研究対象地区について              

 本研究の対象は、2005年に杵築市によって杵築市城

下町周辺に施行された杵築市城下町地区地区計画の範

囲とする（図 3）。江戸時代に城下町として栄えた対

象地区は、現在も多くの武家屋敷や土塀、石畳の坂道

が残っている。南北の高台に武士が住み、その谷間で

商人が暮らしたまちなみが特徴で、それぞれのエリア

で異なった空間構成や景観を残している。また、凹凸

の地形から坂道の城下町としての景観も特徴的である。

現在も町家様式、屋敷様式（北台・南台）、寺町様式

をもつ 4つのエリアに分かれており、これらの性質に

より本研究では、4つのエリアごとに分析を行うこと

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 道路拡幅前（左）と拡幅後（右）の旧町家エリア 

地区

人口 257 18.5% 710 51.2% 218 15.7% 201 14.5% 1386 100%

世帯数 132 22.6% 278 47.7% 85 14.6% 88 15.1% 583 100%

旧町家エリア 北台エリア 南台エリア 寺町エリア 城下町地区全体

表1 研究対象地区の人口と世帯数 
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4 住民アンケート調査の回答者属性           

 住民の施設利用実態及び評価を把握するため、住民

アンケート調査を行った（表 2）。性別に関してはす

べてのエリアで男性が女性を上回り、特に寺町地区で

は男性が 8割以上を占めた。年齢に関してはすべての

エリアで 60歳以上が半数以

上を占めており、高齢者世帯

の回答が中心となった。家族

構成に関しては、各エリアと

も夫婦世帯の割合が最も高く、

高齢者の夫婦世帯が回答者に

多いことがわかる。職業に関

しては、旧町家エリアでは自

営業が 4割以上を占めており、

南台エリアでは会社員が 4割

近くを占めているという特徴

がみられた。勤務地域に関し

ては、各地区とも自宅及び杵

築地域が約 7割〜9割をしめ

ている。居住年数に関しては、

南台エリアは 5年未満が約 3

割と他エリアと比較して居住

年数が浅い傾向がみられた（図 2）。 

5 住民の施設利用実態について          

 地区住民の施設利用実態として、商店の利用頻度・

交通手段、商店利用以外の利用内容、地区内での集う

場所についてそれぞれエリア別に考察をする。住民の

施設利用実態を図 3に示す。 

5-1 地区内の商店の利用頻度 

 全体の傾向として、「月に1〜2回」が割合として

最も多く、住民の商店利用の頻度は決して高いとはい

えない。エリア別にみると、旧町家エリアにおいては

「ほぼ毎日」利用する割合が最も高くなった。一方で

北台・南台エリアにおいては、「ほとんど利用しない」

の割合が他地区と比べて高い。このことから高台の屋

敷エリアほど、利用頻度が低い傾向がわかる。 

5-2 商店利用時の交通手段 

 全体の傾向として、「徒歩」が最も高い割合を占めて

おり、ついで「自動車」も半数近くを占めている。地

区内は坂が多いことから、地区内の移動においても自

動車を使った利用者が多いためと考えられる。 

5-3 商店以外の利用内容 

 商店以外の利用内容では、「散歩」と答えた回答者の

割合が最も多く、次いで「地域活動」のとなった。旧

表 2 アンケートの概要 

図 2 回答者のエリア別属性 

図 3 地区計画範囲とエリア別にみる施設利用実態 
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町家エリアでは、「地域活動」が最も高い割合を占めた

一方で、その他のエリアでは「散歩」の割合が最も高

く、多くの屋外空間の利用があることが推測できる。 

5-4 集う場所 

 全体の傾向として、「公民館」の割合が最も高く、次

いで「家の中」のが高い割合となった。北台・南台・

寺町エリアにおいては「家の中・周囲」や「公民館」

といった屋内空間が集まる場所の中心となっているが、

旧町家エリアにおいては「公園や空き地」の割合が最

も高くなっており、屋外空間に集う場所が集中してい

ることがわかる。 

6 来街者ヒアリング調査の回答者属性        

 来街者の施設利用実態及び地区に対する評価を把握

するため、来街者ヒアリング調査を行った（表3）。 

 性別についてみると、女性が 62.5%と半数を上回っ

ていることがわかる。年齢については 50代が 37.5%と

最も多く、また 50代以上が約 7割を占めている。対象

者の多くが県外から訪れており 93.8%を占めている。

交通手段は自動車が 75.0%と最も多い。これは、城下

町地区が最寄駅から徒歩圏内にないことが影響してい

ると考えられる（図 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 来街者の地区施設の利用実態について       

 来街者の利用した施設について、用途別に地図上に

示すことで、来街者の施設利用の傾向を把握する。さ

らに、利用した順序で施設同士を交通手段別に結び、

行動経路の経路について考察を行う（図 5）。 

7-1 利用施設について 

 利用施設の分布をみると、北台武家屋敷及び旧町家

エリアと南台エリアの東部に集中しており、また旧町

家エリアを軸に東西に分布していることがわかる。こ

れらのエリアでは住民と来街者が共存していることが

考えられる。寺町エリアや南台エリア南部には施設の

利用はみられなかった。利用施設の用途についてみる

と、商業系施設と観覧施設の利用が中心となっている。 

7-2 利用経路について 

 来街者の利用経路は、地区東部の観覧施設周辺と旧

町家エリア沿いの 2カ所に集中していることがわかる。

また、南北間の移動は地区東部に集中していることが

わかる。6人の来街者が杵築城エリアを始点にしてお

り、杵築城エリアを含めたコースで地区を散策してい

るといえる。前節で地区へ訪れる手段は自動車が7割

以上を占めたが、地区内のほとんどの経路の移動手段

は徒歩であることがわかった。 

8 地区施設及び空間要素に対する印象        

 ここでは、地区施設及び空間要素に対して、お気に

入りと感じる場所と改善した方が良いと感じる場所に

ついて住民と来街者の双方に尋ねて得た回答を、要素

ごとに分類した（表 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 4 ヒアリング回答者の属性 

表 3 ヒアリングの概要 

図 5 来街者の利用施設と移動経路 
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住民のお気に入りの場所は「坂」が 37回答となり最も

多い。次いで、「武家屋敷」が 33回答と高くなり、住

民がこの土地特有の地形や、景観を象徴する要素に魅

力を感じていることがわかる。来街者のお気に入りの

場所に関しても「坂」が最も多くなり、空間に対する

印象が住民と一致していることがわかる。住民の改善

した方が良いと感じる場所では「商店街」が 11回答と

最も多く、次いで「坂」の 4回答となっている。この 

地区での日常生活に直結する要素に対して改善を必要 

 

 

と感じていることがわかる。また、来街者の改善した

方が良いと感じる場所をみると、「商店街」の 2回答が

最も多く住民の印象と一致した。回答があった場所の

分布をみると、お気に入りの場所は、北台エリアでは

北台武家屋敷を中心に比較的高密に要素が分布してい

るのに対し、南台エリアはエリア全体に要素が散在し

ていることがわかる。一方で旧町家エリア全体に改善

した方が良いと感じる場所が集中しており、地区の課

題といえる。 

9 総括                      

 本論では、屋外空間の整備方針を検討するための知

見を得るために、住民と来街者の双方の施設利用実態

と地区施設及び空間要素に対する印象を明らかにした。 

 地区利用の実態においては各地区に特徴が確認でき

た。旧町家エリアにおいては「地域活動」での利用の

割合が高く、住民は「公園や空き地」などの屋外空間

に集う場所をもつ傾向が明らかになった。また、来街

者の利用実態において旧町家エリアを含む城下町地区

東部に利用が集中していること、さらに旧町家エリア

を軸に東西に分布していることから、このエリアでは

特に住民と来街者双方の視点を含む屋外空間の整備方

針が考えられる。北台・南台エリアにおいては「散歩」

での利用の割合が高く、住民は「公園や空き地」など

の屋外空間に集う場所をもつ傾向が明らかになった。

来街者の利用実態においては、特に南台エリア南部や

寺町エリアの来街者の利用が少なかったことから、こ

れらのエリアでは特に住民の居住に則した整備方針が

考えられる。空間要素に対する印象においては、住民

と来街者の印象は一致しており、課題としてはとくに

商店街（旧町家エリア）の改善が挙げられた。 

 以上より、利用者の視点を考慮すると、地区ごとに

異なる整備が求められるといえる。 

表 4 回答があった場所とその延べ回答数 
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*3 大分大学工学部福祉環境工学科 学部生                                             *3 Undergraduate Student, Oita Univ. 

  *4 大分大学工学部福祉環境工学科 教授 工学博士                                  *4 Vice President, Professor, Oita Univ., Dr.Eng. 
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【補注】 
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図 6 お気に入りの場所（左）と改善した方が良い場所（右）の分布 

 

分類 場所

酢屋の坂 15 3 2 0

飴屋の坂 1 0 1 0

志保屋の坂 6 1 2 0

勘定場の坂 5 0 1 0

天神坂 2 0 0 0

カブト石の坂 1 0 0 0

番所の坂 1 0 1 0

富坂 1 0 0 0

すべての坂 5 7 0 0

北台武家屋敷 8 1 1 0

大原邸 4 0 0 0

能見邸 1 1 0 0

南台武家屋敷 7 0 0 0

一松邸 13 0 0 0

梅ヶ小路 1 0 0 0

家老丁 1 0 0 0

上町通り 0 0 3 0

魚町線 0 0 1 0

城山公園 4 0 0 0

酢屋の坂下広場 0 1 1 0

城下町資料館 4 0 0 0

ふるさと産業館 0 0 1 0

旧杵築市民会館 0 0 1 0

杵築小学校 1 0 0 0

谷町商店街 0 0 8 2

仲町商店街 0 0 1 0

新町商店街 0 0 2 0

県職員社宅 0 0 1 0

寺町周辺のアパート 0 0 1 0

北台地区 6 1 0 0

南台地区 7 0 0 0

寺町地区 1 0 0 0

教会 1 0 0 0

綾部みそ 1 0 0 0

酢屋の坂のベンチ 1 0 0 0

藩校の門 6 0 0 0

回答内容 お気に入り 改善した方が良い

住民 来街者 住民 来街者

武

家

屋

敷

33 2 1 0

坂 37 11 7 0

公

園
4 1 1 0

通

り
2 0 4 0

商

店

街

0 0 11 2

文

化

・

教

育

施

設

5 0 2 0

地

区
14 1 0 0

住

宅
0 0 2 0

合計 104 15 28 2

そ

の

他

9 0 0 0
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